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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! !

　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ
アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。
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◆基地があることの効果
①人口減少の抑制や地域消費の観点から、基地
がそれらに寄与することへの見解は。
②自衛隊は国の安全保障の観点から、災害時に
も国民の命を救う。基地とのかかわり、共存への
市民の理解が必要と考えるが見解は。
総合政策部長 ①自衛官が市内に居住すること
により現役世代の住民が確保され、税収の増加
や地域経済への影響、自衛官の地域活動への参
加が見込まれるなど、市の活性化につながるも
のと考えている。
市長 ②市民が基地と共存、安心して暮らせる生
活のため、防衛省の補助事業の推進などの対策
を講じていくとともに、情報提供を行い、市民へ
の理解を深めていきたい。

◆新たな要望の実現に向けて
　入間市と合同で基地に関する要望活動を行う
ことへの見解は。
市長 入間市は、隣接する最も連携が必要な自治
体であると認識し、基地に関する要望活動だけ
でなく、ほかの施策ともども今まで以上に連携
した対応を推進していきたい。

その他のテーマ

▶基地があることの効果
▶課題解決の新たな要望の形
▶安心安全と基地の存在意義

◆子育て支援の強化に向けた保育施設の充実
①保育所の提供体制の推移は。
②保育所の待機児童数の推移と対策は。
③学童保育室の待機児童数と対策は。
④学童保育室の預かり時間延長の予定は。
福祉こども部長 ①22年度が認可保育施設20か
所で総定員1,680名に対し、保育所の新設や定

員の拡大などで、27年度には29か所となり定
員は2,120名となった。
②22年４月の59人から、27年４月は21人と減
少傾向だったが、28年２月は114人となった。
29年４月に、市内２か所目となる認定こども園
を開園し、90名の定員拡大を予定している。
学校教育部長 ③各学童保育室の合計で、28年度
は71名になると見込まれる。28年度には入間川
小学童保育室の拡充を予定し、今後は空き教室
の活用や既存施設の拡充などを検討していく。
④長期休業中を含む月曜日から金曜日は、保育
終了時間を午後７時へ繰り延べ、長期休業中の
月曜日から金曜日の朝と休業日の土曜日の朝は、
保育開始時間を午前７時か午前７時30分へ繰
り上げるもの。本年７月より実施予定。

その他のテーマ

▶待機児童の解消に向けて
▶保育所と学童保育室の充実
▶仕事と子育ての両立支援

賛成討論（要旨）
　財源確保が難しい状況の中で、事業費の見
直しによるコスト削減や経常経費の削減に努
め、財源の効果的かつ効率的な活用により、第
４次総合計画前期基本計画の重点テーマにか
かわる事業費などが計上されている。市長の
情熱を感じる予算編成で、高く評価できる。
▶学童保育室の保育時間が延長し女性の活躍
推進にも有効 ▶中学生の学習支援事業が始
まり確かな学力の定着に ▶狭山市駅上諏訪
線の整備が、29年度供用開始に向け計画どお
り順調に進捗 ▶県産木材を使用した新狭山公
民館の建設工事が始まる ▶防犯灯をLED化
へと移行 ▶ふるさと納税制度がスタートし、
財源確保とシティープロモーションになる
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副市長
松 本 晴 夫

教育長
向 野 康 雄

反対討論（要旨）
　厳しい時代だからこそ、福祉施策の削減で
はなく、地方自治の本旨である「住民の福祉
の向上」に向け充実を求める。
　重要と思われる事業に予算をつけず、福祉
予算を次々にカットする予算案に反対する。
▶待機児童の解消に向けて保育所の増設を 
▶平和意識高揚事業の復活を ▶人口増、賑わ
いづくりに向け市民との対話を ▶福祉施策
の予算確保のため更なる事業費の精査を ▶
市長や特別職の給与や賞与を引き下げてから
福祉のカットを ▶補助金の適正な交付を ▶
新電力事業者（ＰＰＳ）の利用やＬＥＤ化の
推進など電気料金を安くする努力を ▶市有
の未利用地の売却を早く

救
助
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に
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さ
れ
た

ヘ
リ
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タ
ー
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ゃ
っ
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子育て支援の充実について

航空自衛隊入間基地との共存

内藤　光雄（新政みらい）

土方　隆司（新政みらい）

◆平成28年度 一般会計予算
議案に賛成･反対します討 論


